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        No. 2470
2019 年 3 月 11 日

【
う
ら
へ
続
く
】

  

２
０
１
９
春
闘
。「
13
日

が
山
場
だ
」「
交
渉
で
の
会

社
回
答
は
ひ
ど
い
。
第

３
四
半
期
決
算
は
増
収
増

益
で
順
調
だ
が
今
後
を
考

え
る
と
月
例
賃
金
の
引
き

上
げ
は
慎
重
に
対
応
、
と

い
う
」「
株
主
配
当
を
引
き

上
げ
な
が
ら
、
社
員
の
賃

上
げ
は
慎
重
、
そ
れ
は
な

い
」「
内
部
留
保
が

10
兆
7
千
億
円
以
上
、
１

年
で
５
千
億
円
も
上
積
み

し
た
超
優
良
企
業
の
言
う

こ
と
で
は
な
い
」「
暮
ら
し

に
身
近
な
食
品
の
値
上
げ

が
相
次
い
で
い
る
。
満
額

勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島

原
発
事
故
か
ら
８
年
。「
被

災
３
県
の
仮
設
住
宅
は
み

な
し
仮
設
も
含
む
と

６
４
０
０
戸
に
も
及
ぶ
」

「
原
発
自
主
避
難
者
へ
の

都
道
府
県
の
住
宅
提
供
が

愛
媛
県
を
除
き
３
月
末
で

打
ち
切
ら
れ
る
」「
福
島
の

被
災
地
は
高
齢
化
が
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
発
廃
炉
問
題
。「
先
月

２
号
機
の
格
納
容
器
内
で

初
め
て
デ
ブ
リ
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
た
が
、
廃
炉

作
業
は
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
」「
福
島
県
内
の
原
発
汚

染
土
が
１
４
０
０
万
立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
基
準

値
以
下
の
99
％
を
再
利
用

す
る
計
画
だ
」「
地
域
住
民

は
『
放
射
線
が
不
安
だ
』

と
反
対
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

先
週
号
の
築
地
跡
地
の

　

安
倍
政
権
は
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
の
圧
力
に
応
じ

米
国
製
兵
器
を
爆
買
い
、

Ｆ
35
戦
闘
機
を
１
０
５
機

追
加
購
入
し
て
１
４
７
機

体
制
に
す
る
と
し
、
さ
ら

に
「
い
ず
も
」
型
護
衛
艦

を
空
母
化
し
て
Ｆ
35
Ｂ
戦

闘
機
を
搭
載
可
能
に
し
よ

う
と
す
る
な
ど
大
軍
拡
路

線
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
い
ず
も
」
空
母
化
は
憲
法
違
反

     

大
軍
拡
路
線
転
換
求
め
る

　
　

   　
日
本
共
産
党　

井
上
議
員
追
及

　

日
本
共
産
党
の
井
上
議

員
は
参
院
予
算
委
員
会
で
、

政
府
は
こ
れ
ま
で
「
攻
撃

型
空
母
」
は
憲
法
上
「
保

有
で
き
な
い
」
と
し
て
き

た
こ
と
を
指
摘
。
Ｆ
35
Ｂ

の
搭
載
で
「
い
ず
も
」
は

「
攻
撃
型
空
母
」に
な
る
と

追
及
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
井
上
氏
は
、
海

上
自
衛
隊
が
行
っ
た
「
い

ず
も
」
の
改
修
を
想
定
し

た
調
査
研
究
で
は
、「
米
軍

の
後
方
支
援
実
施
」
を
目

的
に
明
示
し
、
Ｆ
35
Ｂ
の

垂
直
着
艦
を
前
提
条
件
と

し
て
い
る
と
指
摘
。
米
軍

へ
の
後
方
支
援
を
「
い
ず

も
」
で
行
う
こ
と
が
可
能

で
は
な
い
か
と
た
だ
す
と
、

岩
屋
防
衛
相
は「
可
能
だ
」

と
述
べ
、
地
理
的
制
限
も

な
い
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
「
憲
法
に
反

す
る
攻
撃
型
兵
器
は
保
有

し
な
い
こ
と
が
、『
専
守
防

衛
』
を
守
る
担
保
だ
」
と

強
調
。
違
憲
の
大
軍
拡
中

止
を
求
め
ま
し
た
。

辺
野
古
中
止
へ
新
請
願

　
米
政
府
サ
イ
ト
で
署
名
呼
び
か
け

　
　
　

ロ
バ
ー
ト
・
カ
ジ
ワ
ラ
さ
ん

　

沖
縄
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

ハ
ワ
イ
在
住
の
ロ
バ
ー

ト
・
カ
ジ
ワ
ラ
さ
ん
が
米

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
請
願

サ
イ
ト
で
、
名
護
市
辺
野

古
の
米
軍
基
地
建
設
の
中

止
を
求
め
る
署
名
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
同
建
設

の
是
非
を
問
う
県
民
投
票

実
施
ま
で
土
砂
搬
入
を
や

め
る
よ
う
求
め
た
請
願
に

続
く
も
の
で
す
。

　

新
た
な
請
願
は
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
が
開
設
し
た

「
ウ
ィ
ー
・
ザ
・
ピ
ー
プ

ル
」
の
サ
イ
ト
で
２
月
27

日
に
開
始
さ
れ
、
す
で
に

約
６
０
０
０
の
署
名
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
始

30
日
で
署
名
10
万
を
達
成

す
る
と
、
米
政
府
は
60
日

以
内
に
何
ら
か
の
対
応
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
署
名

は
13
歳
以
上
で
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
も
っ
て
い

れ
ば
、
国
籍
を
問
わ
ず
誰

で
も
で
き
ま
す
。

問
題
が
話
題
に
。「
４
日
の

都
議
会
で
１
問
１
答
が
行

わ
れ
た
」「
小
池
知
事
は
変

複雑すぎる！
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

わ
っ
て
い
な
い
と
主
張
す

る
が
『
築
地
を
生
か
す
』

と
し
た
公
約
違
反
は
明
ら

か
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ゴ
ー
ン
被
告
保
釈
（
６

日
）。「
作
業
着
姿
で
出
て

き
た
の
に
は
驚
い
た
」「
保

証
金
10
億
円
は
す
ご
い
金

額
だ
」「
フ
ラ
ン
ス
の
ル

ノ
ー
社
員
が
『
残
業
し
て

働
い
て
も
生
活
が
苦
し
い

の
に
』
と
言
っ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｉ
Ｈ
Ｉ
で
航
空
エ
ン
ジ

ン
の
不
正
検
査
が
発
覚
。

「
数
年
間
に
わ
た
り
無
資

格
者
が
一
部
の
行
程
で
検

査
を
し
て
い
た
」「
該
当
す

る
エ
ン
ジ
ン
は
数
百
台
に

も
上
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
立
と
系
列
会
社
が
外

国
人
技
能
実
習
法
違
反
で

国
か
ら
改
善
指
導
・
勧
告
。

「
12
事
業
所
が
、最
低
賃
金

辺
野
古
工
事

膨
大
な
濁
り
水
発
生
も

    
環
境
に
深
刻
な
影
響

　

辺
野
古
米
軍
新
基
地
建

設
で
軟
弱
地
盤
改
良
の
た

め
に
採
用
さ
れ
る
の
は
サ

ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ

イ
ル
工
法
で
す
。
海
底
の

軟
弱
地
盤
に
打
ち
込
ん
だ

ケ
ー
シ
ン
グ
パ
イ
プ
に
砂

を
投
入
し
、
振
動
を
与
え

て
砂
を
固
め
、
砂
杭
を
構

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
（
３

日
）。「
冷
た
い
雨
の
な
か

で
、
ラ
ン
ナ
ー
も
応
援
も

大
変
だ
っ
た
」「
日
本
人

ト
ッ
プ
は
中
央
大
４
年
の

堀
尾
選
手
が
学
生
初
の
五

輪
選
考
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
」「
日
本
記
録
保

持
者
の
大
迫
選
手
は
途
中

棄
権
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
３
月
に
入
っ
て
雨
が

多
い
」「
時
折
寒
く
な
る
が

暖
か
く
な
っ
て
き
た
」「
東

京
の
サ
ク
ラ
開
花
予
想
は

21
日
と
早
ま
っ
た
」

築
す
る
。
パ
イ
プ
を
引
き

上
げ
な
が
ら
こ
の
工
程
を

繰
り
返
し
て
、
海
底
面
ま

で
砂
杭
を
造
成
し
ま
す
。

　

振
動
を
加
え
な
が
ら
の

工
事
で
海
底
の
泥
土
が
舞

い
上
が
り
、
濁
り
水
が
発

生
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
汚
濁
防
止
膜
を

設
置
し
ま
す
が
、
沖
縄
防

衛
局
提
出
の
図
面
で
は
、

汚
濁
防
止
膜
は
水
深
７
㍍

だ
け
。
専
門
家
は
大
浦
湾

の
水
深
は
最
大
60
㍍
で
汚

濁
が
防
止
膜
の
下
か
ら
流

出
す
る
可
能
性
を
指
摘
し

ま
す
。
ま
た
海
底
地
形
が

複
雑
で
潮
流
の
激
し
い
大

浦
湾
で
は
、
水
流
は
水
平

運
動
と
と
も
に
上
下
運
動

も
加
わ
り
ま
す
。
防
衛
局

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解

析
で
は
、
水
流
の
上
下
運

動
は
な
い
と
い
う
条
件
の

方
程
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
防
衛
局
の
ず
さ
ん

な
計
画
で
は
海
域
が
汚
染

し
、
環
境
へ
の
深
刻
な
影

響
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

埋
め
立
て
は
断
念
す
る
べ

き
で
す
。

　

米
中
西
部
イ
リ
ノ
イ
州

議
会
下
院
は
こ
の
ほ
ど
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
州
の

最
低
質
金
を
時
給
15
㌦

（
約
１
６
５
０
円
）に
引
き

上
げ
る
法
案
を
可
決
し
ま

し
た
。
す
で
に
上
院
は
可

決
し
て
お
り
、
プ
リ
ツ

カ
ー
州
知
事
（
民
主
党
）

は
法
案
に
署
名
す
る
と
表

明
し
ま
し
た
。 25 年までに最賃 15 ドル

  米国イリノイ州知事署名へ

　

こ
の
法
案
は
、現
在
８
・

25
㌦
の
最
賃
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
25
年
に
15
㌦
を

実
現
し
ま
す
。

　

運
動
団
体「
フ
ァ
イ
ト
・

フ
ォ
ー
15
ダ
ラ
ー
ズ
」
や

労
組
が
各
地
で
15
㌦
を
目

指
し
て
取
り
組
み
を
強
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
同
州
の
２
３
０
万
人
の

労
働
者
が
恩
恵
に
浴
し
ま

す
。

　

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
労
組
な
ど

が
加
盟
す
る
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

（
日
本
金
属
製
造
情
報
通

信
労
働
組
合
）は
７
日
、春

JMITU
大幅賃上げヘ
　　ストライキ

闘
で
大
幅
賃
上
げ
を
求
め

て
、
各
地
の
職
場
で
統
一

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
傘
下
の
東

洋
精
機
労
組
（
板
橋
区
）

の
場
合
、
会
社
回
答
は
定

期
昇
給
と
べ
ー
ス
ア
ッ
プ

で
６
２
２
４
円
。
昨
年
の

初
回
回
答
ベ
ア
を
上
回
っ

た
も
の
の
、
職
場
の
９
割

が
不
満
を
表
明
し
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
北
部

地
協
の
菊
池
勝
彦
議
長
は

「
業
績
が
い
い
企
業
で
も

昨
年
妥
結
額
を
超
え
な
い

様
子
見
だ
。
利
益
を
た
め

込
ん
で
も
経
済
は
よ
く
な

ら
な
い
」
と
指
摘
。
統
一

闘
争
で
上
積
み
さ
せ
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
大
企

業
の
賃
上
げ
抑
制
を
打
ち

破
る
た
め
、
大
手
集
中
回

答
日(

13
日
）
の
１
週
間

前
を
回
答
指
定
日
と
し
、

ス
ト
で
上
積
み
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
６
日
集
計

で
、
支
部
平
均
５
５
５
４

円
、
組
合
員
平
均
６
３
６

２
円
。
組
合
員
平
均
は
昨

年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

を
下
回
っ
て
い
た
こ
と
や

必
須
業
務
を
さ
せ
て
い
な

か
っ
た
」「
弱
者
の
弱
み
に

つ
け
こ
ん
だ
ひ
ど
い
話

だ
」

　

安
倍
政
権
の
も
と
で
大

企
業
と
富
裕
層
は
大
も
う

け
を
す
る
一
方
、労
働
者
・

国
民
は
生
活
悪
化
・
貧
困

が
広
が
り
、
格
差
は
拡
大

す
る
ば
か
り
で
す
。

　

い
ま
大
企
業
の
た
め
こ

み
を
労
働
者
・
国
民
に
還

元
す
る
こ
と
、
消
費
税

ア
ッ
プ
の
中
止
が
強
く
求

め
ら
れ
ま
す
。

低下する貧困ライン


